金堂
金堂は薬師寺の本堂であり、寺院の本尊である薬師三尊像を祀る目的で建てられました。日本の４０代天皇である天武天皇（631〜686）によって考案された金堂と薬師寺の他の部分は、当初694〜710年の日本の首都だった藤原京（現在の橿原市）にありました。その後首都が北約30 kmにある平城京（現在の奈良市）に移転したとき、寺院も同様に、現在の西ノ京地区に移転されました。
金堂は、戦国時代（1467–1600）の大火災を含め、いくつかの災害に屈しました。三尊像をお祀りするための仮設のお堂が建設されたが、1968年に復興勧進が本格的に開始されました。この活動は手書きの仏教の経典と引き換えに得られた寄付によって集められた資金を元に行われました。今日、これらの経典のうち100万は、全体の一部ではあるが、薬師三尊像の上の宝物庫に収蔵されています。（経典の残りは、寺院の他の建物に収蔵されています。）
再建は1976年に完了し、オリジナルの姿を復元しました。龍宮造りとして知られる屋根は、薬師寺の遺跡から出土した破片に基づいた瓦を使用しています。

